
 

（第２号様式）   
令和４年４月 28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜明朋高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①自己肯定感を高める
学習活動と教科等
横断的な視点に立っ
た資質・能力の育成
を実現するための教
育課程編成に取り
組む。 

 
 
 
 
②「わかった・できた・
つながった」を生徒
が実感できる評価・
授業の在り方の再整
備を進める。 

①主体的に学習
に取り組む態
度を育む授業
を検討し、共有
する。 

 
 
 
 
 
 
②自己肯定感を
育み、学校目
標に掲げる資
質・能力の育
成について実
践を進める。 

①学習目標設定
や振り返りを
重ねながら、
学びに向かう
力・姿勢の見
取り方につい
て、授業見学
や研修会で共
有し、実践を
進める。 

 
②「わかった・で
きた・つながっ
た」を生徒が
実感し、学び
を活用して他
者と協働しな
がら学習を進
める授業の実
践を進め、共
有する。 

①生徒の学習内
容の質や主体
的に学習に取り
組む態度が向
上し、学びに向
かう力・姿勢に
ついて教員の理
解が深ま った
か。 

 
 
②学校目標で掲
げられている資
質・能力につな
がる視点を持っ
た授業を共有で
きたか。 

     

２ 
 
生徒指導・支援 

①生徒の規範意識を
定着させ、社会の一
員としての自覚と自
己有用感を涵養す
る。  

 
 
 
 
 
②「かかわる・寄り添
う・見守る」教育支
援体制により、生徒
が自己の課題に気
づき、その解決に向
けて行動（相談）す
る力を育む。  

 
③学校行事や部活動
等を通して、生徒の
社会性を育み、豊か
な人間関係を構築
する力を育む。  

①豊かな社会性
の育成を推進
し、自己の課題
の 解 決 の た
め、専門性を
生かした支援、
チームとしての
取り組みを行
う。 

 
②学校行事や部
活動を通して、
生徒が主体的
に活動できる
よう環境を整
え活性化を図
る。 

 
 
 
 
 
 

①生徒の課題を
的確に把握
し、SC、SSC、
外部機関を活
用しながら相
談室 を 運営
し、組織的支
援体制を構築
する。 

 
②生徒の自主的
な活動を重ん
じ、充実し満
足感が得られ
る環境作りを
進める。 

①問題行動の様
態が改善できた
か。不登校生徒
が 10％程度減
少できたか。 

 
 
 
 
 
②生徒会執行部
やフロンティア
チームが主体的
に学校運営に
携わることがで
きたか。入部後
の 継 続 率 が
90％維持する
こ と が で き た
か。 

 

 
    

３ 進路指導・支援 

〇社会生活実践力を
育成し、主体的に進
路設計ができる力を
身につけさせる。  

 

①自己理解を深
めるとともに、
他者への理解
も深めることを
通して生徒が
自己の役割や
責任を認識し、
社会とつなが
り生きる力を
身につけるた
めの支援を行
う。 

 

①「総合的な探
究の時間」を
中心とした学
習活動や様々
な体験活動を
通して、社会
や職業、働くこ
との意味など
に対する理解
を 深 め さ せ
る。 

 
 

①各年次において
「総合的な探究
の時間」を中心
としたキャリア教
育プログラムを
計画的に実施す
ることができた
か。 

 
 
 
 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 2年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

②生徒が主体的
に将来を考え、
個々の関心や
能力、適性に
応じた進路を
実現するため
の支援を行う。 

②生徒一人ひと
りの進路実現
のために、個
別面談やガイ
ダンス等をと
おして適切な
情報を提供す
る。 

②生徒のニーズに
合った情報提供
を、適切な時期
に行うことがで
きたか。 

４ 地域等との協働 

①地域や外部の諸機
関等との連携を図
り、地域とともに学び
あう教育活動・学校
運営を行う。  

 
 
 
②教科指導等における
連携・協働を積極的
に推進し、生徒の成
長の見守りと学校に
対する理解と信頼を
深める。  

①生徒が充実し
た学校生活を
送れるよう、生
徒のニーズに
対応する外部
機関との連携
を図る。 

 
②地域や外部機
関との連携を
図り、「社会と
つながる」こと
を重視した教
育活動の充実
を図る。 

①各年次団と関
連グループと
が連携して、
生徒が外部機
関を利用でき
る環境を整え
る。 

 
②地域や外部機
関の人材を活
用した教育活
動を展開する
ことにより、生
徒の成長を促
す。 

①支援が必要な
生徒やその保護
者が外部機関と
つながり、利用
することができ
たか。 

 
 
②「社会とつなが
る意識」を持た
せる教育活動に
取り組むことが
できたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①生徒の安全と教育
環境を確保し、耐震
工事への対応と新
校舎の効果的な使
用方法を策定する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
②地域と協働した防災
体制づくりと防災教
育を推進する。  

 
 
 
 
 
③事故不祥事防止を
推進し、学校に対す
る信頼を深める。  

 
④教員のワークライフ
バランスを推進する
とともに生徒と向き
合う時間を確保する
ため組織的な学校
運営と校務の効率
化を図る。  

①生徒の学習環
境を整える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②校内の防災意
識を高める。 

 
 
 
 
 
 
③④不祥事の根
絶を意識した職
員の連携と校務
の効率化を図る。 
 

①体育館改修を
安全に進め、
生徒の活動場
所やＩＣＴ利活
用の環境整備
を整え、効果
的な活用方法
の共有化を図
る。 

 
 
 
 
②防災意識を高
めるために、
防災体制の見
直しおよび周
知徹底のため
の職員研修会
を実施する。 

 
③④Teams を
活用した情報共
有と研修を計画
する。 

①体育館改修中
に生徒の活動
が安全に行えた
か。一年次生徒
の一人一台端
末の支援をする
こ と が で き た
か。ICT 機器の
利活用について
の情報を共有す
ることができた
か。 

 
②防災に関する研
修会を実施する
こ と が で き た
か。 

 
 
 
 
③④情報共有が
進み不祥事防止
につながったか。 

     

 


